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白亜紀の二枚貝化石

北海道の中軸帯には白亜紀層か南北方向に広く分碗している､この

白亜紀層はアンモナイト(菊石類)や二枚貝の保存の良い化石を多く

含んでおり古くからいろいろと研究されてきた.そのため北海道

は日本ではもちろん世界的にも白亜紀層のもっとも代表的な露出地

域の1つとして有名である.

写真の化石はイノセラムス(イノケラムス)という二枚貝の化石で

この種類は肋｡c3閉刎伽(助加刎6召閉刎洲)舳刎刎伽〃Y0K0Y山

さるふつ

皿Aの学名でよばれている.写真の化石は北海道宗谷郡猿払材の酉

えぞ

部に露出する白亜紀後期の上部蝦夷層群から採集された.イノセラ

ムスの化石は世界的に白亜紀層によく産出し日本でもアンモナイト

の化石とともに白亜紀後期の細かい時代区分に役だつ示準化石となっ

ている.粧お写真右上にみられる放射状の模様を示す二枚貝の化石

はイノセラムスとは別の属の仲間である.

㊧標本の実物は左右12c皿(文田中啓策写真正井義郎)�


